
６つの要素を取り入れながら、土地に残るスーパーやガソリンスタ

ンド、実家での暮らしなどの記憶を織り交ぜながら、大小さまざま

な牛舎を設計した。用途によって牛床の寸法や飼槽の寸法にわずか

な違いを与え、より管理しやすく牛との距離が縮めやすく、牛も過

ごしやすいことを意識して設計を行った。

lifeplan
モーモータロウと牛は穏やかな日差しの中のんびりと過ごす。
友人のように、家族のように。

休日は窓辺でお父さんがノリノリで音楽を聴いている 親子牛たちも一緒にノリノリ

 16506 

 2
15

8 

 6
46

2 

 7
09

8 

 7
30

6 

 3
79

7 

 3
64

0 
 7

28
0 

 3778 

 2592 

 7310 

 3
65

0 

 1
98

0 

 1
53

1 

 2
73

0 

 2730 

 1400 

 1
10

0 

 1
63

0 

 1322 

 700 

 10220 

 78
20

 

 2480 

 1518 

 15
12

 

 24
80

 

親子牛舎　1:100

分娩房　1:100

メイン牛舎　1:100

出荷前肥育牛舎　1:100

 牛床①

 牛床②

 牛床③

 牛床④

 牛床⑤

 牛床⑥

 牛床⑦

住宅　１：１００

準備室

肥育牛床①

肥育牛床②

 肥育牛床③

肥育牛床④

肥育牛床⑤

牛床

分娩室③

分娩室②

分娩室①

繁殖牛床②

繁殖牛床①

＋０

＋690

＋０
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配置図1:500

牛床①

牛床②

牛床③

牛床④

子牛用牛舎　1:100

N

普段はトラクターが走る。

特別な結婚式。
トラクターが走るスロープの真ん中は階段になっていて、この時ばかりはチャペルに変身。
参列者は、親族、友人、地域の人々、そして牛さん！
祝福の「も～！」が響き渡る。

01

04

産後の休息 約 45 日間

種付け期間

妊娠 10ヶ間

牛と人の生活空間が溶け込んでいる
私の地元である鹿児島県・宮崎県では畜産が盛んで

ある。中でも肉用牛の飼育は私にとって身近なもの

である。右の写真は私の祖父だ。祖父宅のすぐ後ろ

や隣に牛舎はある。牛と人が極めて近い距離で生活

しているのである。

大学三年～四年の間に北研究室で取り組んだ「カマ

ボコレクション」では、豪雪に強いかまぼこ型屋根

の倉庫を多数調査した。形状は似ていても、倉庫空

間の使い方や空間で生まれるエピソードはさまざま

で、一つも同じものはなかった。

牛舎も同じことが言えるのではないだろうか。直線

的な構造で、牛房がリピートされる極めてわかりや

すく機能的な建築である。しかし、牛養いたちの手

によって牛舎はさまざまに表情を変える。

私は人の生活を想像することが好きである。牛と人

の距離が近い空間では、どのような生活が繰り広げ

られるだろう。実際に牛舎を調査し、牛舎のデザイ

ンサーベイに基づきながら、想像を膨らませてみる。

02

03
対象は実家 (鹿児島県曽於市大隅町坂元 )の敷地。

父方の祖父が経営していたスーパーの空き店舗とガ

ソリンスタンドの跡地を利用して、牛たちと弟・も

もたろうがともに暮らすイエとなる空間を設計する。

設計する牛舎と空間のターゲットは弟の、ももたろ

う。

2024 年に畜産科に進学したももたろう。畜産が盛ん

なこの地で畜産の道に進む弟が牛と暮らす姿を想像

する。私が知る弟は少し頼りないけれど、牛たちと

支え合う家族のような関係になれるだろうか。空間

が彼らの距離を縮めていくかもしれない。牛飼いの

ももたろう、通称モーモータロウ。モーモータロ
ウは牛養い、牛たちはモーモータロウの子供たち、

すなわちモーモーチルドレンである。

名前：新村 百大郎 (しんむら ももたろう )

2024 年鹿児島県立曽於高校畜産農業科に進学。

好きなものは、テレビとお菓子。

小さい頃から生物に興味があり、朝から晩まで

原っぱを駆け回って虫取りをしていた。優柔不断で

めんどくさがりだが、しっかりした

ところもある。周りの人から好かれやすいよう

だ。

05

牛の経営方法は三種類である。

父方の祖父が始めた「スーパーしん

むら」。現在は空き店舗になっている。

外にある自動販売機は今でも近所の

人たちがちょっとだけ立ち話する

ホットスポットである。

ガソリンスタンド跡。高さのある屋

根は存在感がある・交差点にあるか

ら視界が開けていて見晴らしがいい。

スーパーのうしろには自宅がある。

庭には立派な植栽。牛の堂々さ力強

さに負けない立派な木造住宅である。

・繁殖経営
　繁殖雌牛を飼い、子牛を生産して販売

・肥育経営
　子牛を購入し育てて肥育牛として出荷する

・一貫経営
　繁殖と肥育を一緒に行う

モーモータロウは広めの敷地を生かして、一貫経営

を行う。最初は繁殖経営から行い、肥育経営ものち

に行うことで、一貫経営にシフトする想定だ。経営

によって多少異なる餌やりや管理方法も動線を考え

ることで管理飼育しやすいようにした。めんどくさ

がりのモーモータロウと牛がお互い管理しやすく暮

らしやすいことが大切だ。

人と牛の暮らしの中に見られる六つの要素

プロフィール

分娩

繁殖経営　8~9 ヶ月子牛を育てる

肥育経営　約 20ヶ月間子牛から肥育牛を育てる

出荷

間仕切りの粗密

牛床の連続性 人と牛の距離 人と牛の高さ

牛の出し入れ管理用通路

牛の飼育がしやすいように、遠くまで

見渡せるよに、二頭ほどが入れるサイ

ズの牛床が連続して並ぶ。

人と牛のグランドレベルには差があっ

た方が飼育がしやすい。餌やりや掃除

がスムーズになる。

飼槽の幅によって人と牛が触れ合う距

離にも差が出てくる。人が腰掛けやす

い高さだと、飼槽に腰掛けて牛とグッ

と近づくことができる。

牛床と牛床の間には管理用通路がある

のが一般的。人や車が楽々通れる幅の

通路もあればやっと人一人が通れるほ

どの狭い通路もある。

掃除や牛の体調管理のために牛を一時、

牛床から出す必要がある。牛床の柵は

開閉ができる。牛が逃げ出す心配もな

くスムーズに出し入れ可能。

間仕切りは、牛が逃げ出さないように

したり、程よい光を牛床内に取り込ん

だり、通気性をよくしたり、適度な粗

密が快適な暮らしのコツ。


